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一般会計�

●町税の状況�
区　分� 収入済額（比率）�

町　民　税�

　個　　人�

　法　　人�

固定資産税�

特別土地保有税�

軽自動車税�

町たばこ税�

都市計画税�

入　湯　税�

　　合　計�

8億145万円　（23.8）�

6億6,626万円　（19.8）�

1億3,519万円　　（4.0）�

21億6,206万円　（64.2）�

233万円　　（0.1）�

2,342万円　　（0.7）�

1億3,857万円　　（4.1）�

2億1,463万円　　（6.4）�

2,281万円　　（0.7）�

33億6,527万円（100.0）�

内
訳�

119,986千円�
4,425千円�

（1.6％）�
（0.1％）�

議会費�
労働費�（3.5％）268,718千円�

農林水産業費�
地方消費税交付金�
分担金及び負担金�
財産収入�
地方特例交付金�
地方譲与税�
ゴルフ場利用税交付金�
自動車取得税交付金�
利子割交付金�
寄附金�
交通安全対策特別交付金�

166,551千円�
137,666千円�
104,140千円�
63,474千円�
62,474千円�
45,334千円�
27,589千円�
26,431千円�
10,752千円�
3,831千円�

（2.0％）�
（1.7％）�
（1.3％）�
（0.8％）�
（0.8％）�
（0.6％）�
（0.3％）�
（0.3％）�
（0.1％）�
（0.0％）�

（4.4％）334,217千円�
消防費�

（4.5％）�
344,222千円�

商工費�

その他�
（7.9％）�
648,242千円�

町　税�
（41.4％）�

3,365,268千円�

地方交付税�
（10.3％）�
834,062千円�

歳　入�
8,138,284千円�

繰入金
（6.3

％）�

511
,606

千円�

繰越金（5.8％）�472,196千円�

民生費�
（20.1％）�

1,530,822千円�

総務費�
（23.1％）�

1,764,872千円�

土木費�
（13.8％）�

1,057,667千円�

教育費�（8.2％）�627,229千円�

公債
費�

（9
.9％
）�

75
3,2
20
千円
�

衛
生
費
�

（
1
0
.8
％
）�

8
2
3
,8
9
6
千
円
�

歳　出�
7,629,274千円�

国
庫
支
出
金（
8.
1％
）�

66
2,
54
8千
円
�

町
　
債（
7.
7％
）�

62
6,
80
0千
円
�

県支出金（4.8％）�
390,402千円�

使用料及び手数料�
（4.2％）�

341,978千円�

諸収入（3.5％）�
285,182千円�

本
町
で
は
、
海
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
、
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
３
本
の
柱

と
し
て
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

厳
し
い
経
済
環
境
下
な
が
ら
財
政
面
に

お
い
て
も
、
町
民
生
活
に
直
結
す
る
施

策
や
本
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
の
諸

施
策
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
の
決
算
額
は
、
一
般
会

計
で
歳
入
総
額
81
億
３
８
２
８
万
４
千

円
、
歳
出
総
額
76
億
２
９
２
７
万
４
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
総
額
か
ら
歳
入
総
額
の
差
引
額

は
、
経
費
削
減
を
図
っ
た
結
果
、
５
億

９
０
１
万
円
と
な
り
、
こ
の
金
額
か
ら

平
成
15
年
度
へ
繰
越
し
た
事
業
の
た
め

の
財
源
８
５
７
７
万
円
を
除
く
実
質
収

支
は
４
億
２
３
２
４
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
後
年
度
の

財
政
負
担
を
考
慮
し
て
の
基
金
の
積
立
、

学
校
施
設
、
道
路
整
備
な
ど
町
民
生
活

向
上
の
た
め
、
効
率
的
か
つ
有
効
に
活

用
し
、
健
全
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま

す
。

「
輝
く
人
・
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
さ
・
海

の
音
響
く
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

平
成
14
年
度
の
決
算
状
況

平成14年度�
決　　 算�

をお知らせします�
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6,128円� 90,137円� 78,183円� 42,078円� 226円�

17,580円� 54,018円� 17,069円� 32,034円� 38,469円�

議会費� 総務費� 民生費� 衛生費�

商工費�

労働費�

土木費� 消防費� 教育費� 公債費�

町議会の運営のために� 町有財産、企画開発、町
民会館、税、戸籍等住民サ
ービスの運営などに�

高齢者や障害者の福祉、
保育所の運営などに�

ごみの処理、医療の充実
などに�

雇用の創出のために�

学校改修や公民館の運
営、生涯学習の推進など
に�

商業の振興、マリンタワー、
海水浴場の運営などに�

13,724円�

農林水産業費�
農業・漁業の振興のため
に�

借入金の元金・利子の支
払いに�

道路や公園の整備などに� 消防・救急の運営などに�

借 入 金 � 金　額�
財務省財政融資金�

総務省簡易保険局�

公営企業金融公庫�

茨　　 城　　 県�

市　 中　 銀　 行�

その他（共済組合等）�

　　　　計�

26億2,180万円�

3億3,653万円�

3億5,039万円�

3億7,561万円�

22億2,995万円�

8,115万円�

59億9,543万円�

●企業会計の決算状況�

●特別会計の決算状況�

●借入金の状況（一般会計）�

●積立金の状況�

町民１人当たりの�
貯金額は（☆印部分を除く）�

66,748円�

町民１人当たりの�
借金額は�

306,202円�

※水道事業の不足分は、繰越利益剰余金、損益勘定留保資金などで補てんしました。�

国民健康保険�

地方卸売市場冷蔵倉庫事業�

老人保健�

公平委員会�

公共下水道�

介護保険事業�

公園墓地事業�

差引額�

18億9,721万円�

3,638万円�

19億417万円�

1,796万円�

7億4,271万円�

7億2,340万円�

2,064万円�

18億7,683万円�

3,507万円�

19億417万円�

1,663万円�

7億958万円�

7億1,528万円�

1,926万円�

2,038万円�

131万円�

0万円�

133万円�

3,313万円�

812万円�

138万円�

会計区分� 歳 入 � 歳 出 �

水道事業�
収 益 �

資 本 �

5億1,824万円�

5,721万円�

5億4,480万円�

1億5,563万円�

▲2,656万円�

▲9,842万円�

3億3,703万円�

2,057万円�

227万円�

1,139万円�

7,809万円�

109万円�

3,528万円�

2億4,137万円�

2億2,382万円�

1,817万円�

3億3,185万円�

400万円�

200万円�

1億9,136万円�

財政調整基金�

運動公園建設基金�

無線放送施設更新基金�

教育振興基金�

社会福祉基金�

消防車輌購入基金�

大洗マリンタワー運営基金�

地域福祉基金�

減債基金�

地域づくり推進事業基金�

学校施設整備基金�

健康福祉センター施設整備基金�

浜っ子すこやか報奨金基金�

☆土地開発基金�

名　　称� 14年度末現在高�

平成15年3月31日�
人口  19，580人�

町民1人当たりに使われたお金（一般会計）�
389，646円�



任
期
満
了
に
伴
う
大
洗
町
議
会

議
員
の
一
般
選
挙
の
投
票
が
10
月

19
日
（
日
）
町
内
11
の
投
票
所
で

行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
15

名
が
当
選
し
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
に
は
、
現
職
17
名

が
立
候
補
し
、
議
員
定
数
の
減

（
18
議
席
か
ら
15
議
席
）
に
よ
り

２
名
超
の
選
挙
戦
と
な
り
ま
し

た
。

国　井　ゆたか（38）�

今　関　忠　之（56）�

坂　本　じゅんじ（45）�

山　戸　たかし（63）�

小松崎　七　郎（74）�

関　根　ひろ子（55）�

おのせ　義　之（60）�

かつむら　勝　一（52）�

しばた　賢　二（58）�

こぼり　行　広（63）�

きくち　昇　悦（51）�

石　田　かずお（61）�

こまつざき　力一郎（66）�

わたなべ　明（64）�

海老沢　のりやす（52）�

自由民主党�

自由民主党�

無所属�

自由民主党�

無所属�

公明党�

無所属�

自由民主党�

自由民主党�

公明党�

日本共産党�

無所属�

無所属�

自由民主党�

無所属�

候補者名（年齢）� 党派等�

町
で
は
、
12
時
30
分
と
午
後
７

時
30
分
に
非
常
時
の
試
験
放
送
も

兼
ね
て
定
時
放
送
を
行
っ
て
い
ま

す
。町

の
事
業
や
身
近
な
催
し
の
お

知
ら
せ
、
一
般
行
政
情
報
な
ど
を

放
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
聴
覚
障
害
者
向
け
に
文

字
表
示
戸
別
受
信
機
が
配
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

茨
城
サ
ー
フ
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、
ゴ
ミ
の
持
ち

帰
り
運
動
の
一
環
と
し
て
啓
蒙
ス
テ
ッ
カ
ー
を

作
成
し
ま
し
た
。
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
に
参
加
し

た
サ
ー
フ
ァ
ー
な
ど
に
配
付
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
き
れ
い
な
海
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ステッカーには海岸のゴミをな
くそうとの願いが込められてい
ます。

みんなで守ろう きれいな海 定
時
放
送
の
お
知
ら
せ

大洗町議会議員選挙　15名が当選

2003.11.4 広報おおあらい　（4）

b当日の有権者　16,045人
b投票率 74.29％（前回79.01％）
新議員の任期は、平成15年11月
3日から平成19年11月2日までの
4年間です。



こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
15
年
度
に
実
施
設
計
を
行

い
、
平
成
16
年
度
か
ら
工
事
に
着

手
す
る
予
定
で
平
成
18
年
４
月
の

開
校
を
め
ざ
し
ま
す
。

（5） 広報おおあらい　2003.11.4

学
校
を
建
築
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
教
育
の
多
様
化
、
生
活
の
場

と
し
て
の
潤
い
の
あ
る
環
境
、
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
中
学
校
の
教
科
教
室
型
運
営

方
式
を
採
用
し
た
学
校
建
設
は
、

町
の
学
校
整
備
の
新
し
い
出
発
点

と
な
り
ま
し
た
。

第
一
中
学
校
の
改
築
工
事
に
つ

い
て
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
13
年

度
に
基
本
構
想
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
一
貫
し
た
教
育
理
念
に
基
づ

き
、伝
統
を
生
か
し
、新
し
さ
を
備

え
た
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
方
針
を
決
定

基
本
構
想
づ
く
り
に
は
、
生
徒

や
教
職
員
ば
か
り
で
は
な
く
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
検
討
を
行
い
、
そ

の
結
果
、
南
中
学
校
と
同
じ
く
教

科
教
室
型
運
営
方
式
の
学
校
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

教育

第
一
中
学
校
改
築
工
事

平
成
18
年
度
の
開
校
を
め
ざ
し
ま
す学校と設計事務所などが協議しながら

実施設計をすすめています

レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
す
る
た
め
の
模
型

体育館

校舎



施
工
さ
れ
る
よ
う
、
技
術
を
習
得

し
た
排
水
設
備
主
任
技
術
者
を
置

く
「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
制

度
を
定
め
て
い
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
す
る
場
合
に

は
、
工
事
費
の
見
積
も
り
な
ど
を

最
寄
り
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店

（
水
道
工
事
店
や
建
設
・
建
築
業

店
な
ど
、
現
在
町
内
外
の
66
店
が

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。）
に
ご

相
談
下
さ
い
。

な
お
、
町
で
は
公
共
下
水
道
の

普
及
の
た
め
に
、
下
水
道
の
供
用

開
始
か
ら
３
年
以
内
に
排
水
設
備

の
工
事
を
さ
れ
た
方
に
は
次
の
よ

う
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
新
築
お
よ
び
事
業
所

は
除
き
ま
す
。）

１
年
以
内
　
１
５
、０
０
０
円

２
年
以
内
　
１
０
、０
０
０
円

３
年
以
内
　
　
５
、０
０
０
円

問
合
せ

上
下
水
道
課
管
理
係

（
内
線
２
７
１
）

2003.11.4 広報おおあらい　（6）

11
月
か
ら
上
図
の
区
域
の
公
共

下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
供
用
開
始

と
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
の
処
理
区
域
で
は
３
年

以
内
に
ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
汚
水
を
下
水
道
に
直
接
流
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
浄

化
槽
は
必
要
な
く
な
り
ま
す
。
各

ご
家
庭
で
は
浄
化
槽
の
維
持
管
理

な
ど
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
の
処
理
区
域
内
で
ま
だ

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家

庭
・
事
業
所
は
、
生
活
環
境
の
向

上
と
大
洗
の
海
や
川
の
水
質
の
保

全
と
い
う
下
水
道
整
備
の
目
的
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
早
期
に
下
水

道
へ
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
に
接
続
す
る
に
は
？

ご
家
庭
の
排
水
を
下
水
道
に
接

続
す
る
た
め
に
は
、
宅
地
内
の
排

水
を
下
水
道
に
流
す
た
め
の
排
水

管
や
汚
水
ま
す
な
ど
を
整
備
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
工
事
が
「
排
水
設
備
工
事
」
で

す
。町

で
は
、
排
水
設
備
が
適
正
に

〇下水道処理区域人口　5,641人

（下水道普及率　28.8％）

〇水洗化人口　　　　　2,475人

（水洗化率　　　43.9％）

〇下水道整備済面積　　103ha

※下水道普及率は、町の人口のうち下水道処理区域内に

住む人の割合

※水洗化率は、下水道処理区域内に住む人のうち下水道

に接続している人の割合

大洗町の公共下水道の現況（平成14年度末現在）

環境

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

公共下水道供用区域図�

平成15年11月供用開始区域�

供 用 開 始 済 区 域�

環境のためにも�
早く接続してね�



平
成
15
年
１
月
以
降
に
新
築
・

増
築
し
た
家
屋（
物
置
等
を
含
む
）

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
調
査
日
を
指
定
さ
れ
る
方
は

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
内
線
１
４
５
）

新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査

12
月
１
日
は
平
成
15
年
住
宅
需

要
実
態
調
査
の
基
準
日
で
す
。

こ
の
調
査
は
５
年
毎
に
行
わ

れ
、
現
在
の
住
宅
や
周
辺
環
境
に

つ
い
て
の
満
足
度
や
、
住
み
替

え
・
改
善
の
意
向
な
ど
を
調
査
す

る
も
の
で
、
地
方
公
共
団
体
の
住

宅
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

茨
城
県
で
は
約
５
、４
０
０
世

帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
11
月
下

旬
に
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
対
象
世
帯
に
な
っ
た
方
は
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
茨
城
県
住
宅
課

@
（
３
０
１
）
４
７
５
４

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
に
対
す

る
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
19
日
（
水
）
14
時

場
所
／
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
小
ホ
ー
ル
）

問
合
せ
／
水
戸
税
務
署

@
（
２
３
１
）
４
２
１
１

（7） 広報おおあらい　2003.11.4

平
成
15
年
度
個
人
事
業
税
第
二

期
分
を
納
期
内
に
納
付
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
口
座

INFORMATION

大洗町役場@267-5111

くらしの情報�

振
替
に
よ
る
納
税
も
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
期
／
11
月
21
日
（
金
）
〜

12
月
１
日
（
月
）

問
合
せ
／
茨
城
県
水
戸
県
税
事
務

所
@
（
２
２
１
）
４
８
０
０

住
宅
需
要
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
15
年
分

給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会

　都市の将来像を示す水戸・勝田都市計画区域マスタープラン
の作成にあたり、みなさんからご意見をいただきたく、公聴会を
下記のとおり開催します。なお、公述申出者がいない場合、公聴
会は開催されませんので、県報および市町村役場掲示板でご確
認いただくか、下記までお問い合わせください。�
●公聴会の開催日時・場所�
　日時／12月17日（水）10：00～�
　場所／水戸市民会館�
●申出方法�
　本マスタープラン原案に対して意見を述べることを希望され
る方は、公述申出期間中に公述申出書を、茨城県知事 橋本昌（茨
城県土木部都市計画課扱い）あてに提出してください。申出書用
紙は、提出先に備えてあります。�
●公述申出期間　12月1日（月）～10日（水）�
●公述人の決定�
　公述申出者が多数の場合、意見内容を考慮のうえ代表者を選
考させていただきます。�
●マスタープラン原案の閲覧場所および公述申出書用紙などの問合せ�
　茨城県土木部都市計画課@301-4592�
　大洗町役場都市建設課　@267-5111（内線255・256）�

住宅防火　いのちを守る　7つのポイント�
〈3つの習慣〉�
○寝たばこは、絶対やめる。�
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用
　する。�
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。�
〈4つの対策〉�
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。�
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使
　用する。�
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を
　設置する。�
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
　の協力体制をつくる。�
〈空き地の枯れ草　みんなで注意〉�
　空気が乾燥する季節は、たき火などによる枯れ草等
の火災が多くなります�
　空地の所有者の方は確認のうえ、早急に刈り取るよう
お願いします。　　　　　　　　　　　　（消防本部）�

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の

納
税
に
つ
い
て

社
会
保
険
事
務
所
専
門
担
当
官

に
よ
る
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
窓
口
開
設
と
年
金
相
談
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
年
金
に
つ
い
て
質

問
、
疑
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
28
日
（
金
）

10
時
〜
15
時

会
場
／
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

内
容
／

次
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

▽
未
納
に
な
っ
て
い
る
過
去
２

年
以
内
の
保
険
料

▽
免
除
ま
た
は
学
生
納
付
特
例

を
受
け
て
い
る
過
去
10
年
以

内
の
保
険
料

年
金
全
般
に
つ
い
て
の
相
談

問
合
せ
／
住
民
課
管
理
係

（
内
線
１
１
５
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

窓
口
開
設
と
年
金
相
談



税務署では、広く国民の皆様に税の意義や役割を正

しく理解し、身近なものとして考えていただけるよう、

毎年11月11日から17日までの期間を「税を知る週間」

として全国的に各種の行事を実施します。

水戸税務署では、この期間中、次の場所で税に関す

るパネル展などを行います。お気軽にお立ち寄りくだ

さい。

イメージインTAX展（パネル・税の標語）

○茨城県庁11階アトリウム（11月11日～14日）

○茨城県立図書館(11月11日～24日)

○水戸駅コンコース（11月8日～17日）

問合せ／水戸税務署@231-4211

1 中小事業者に対する特例措置

○事業者免税店制度の適用上限を課税売上高1,000万

円（現行3,000万円）に引き下げます。

○簡易課税制度の適用上限を課税売上高5,000万円

（現行2億円）に引き下げます。

（注）平成16年4月1日以後に開始する課税期間につい

て適用します。

2 申告納付制度等

○直前の課税期間の年税額が4,800万円（地方消費税

込6,000万円）を超える事業者は、中間申告納付を

毎月（現行3月ごと）行うこととします。

（注）平成16年4月1日以後に開始する課税期間につい

て適用します。

3 総額表示の義務付け

○事業者が消費者に対して商品等の取引価格を表示す

る場合に、消費税額（含む地方消費税額）を含めた

価格を表示することを義務付けます。なお、併せて

税額を表示することは差し支えありません。

（注）平成16年4月1日から適用します。

総額表示方式の例

・10,290円

・10,290円（税込）

・10,290円（本体価格9,800円）

・10,290円（うち税490円）

・10,290円（本体価格9,800円、税490円）

内
容
／
○
館
内
イ
ベ
ン
ト
（
工
作

教
室
、
ア
ニ
メ
映
画
上
映
な
ど
）

○
わ
く
わ
く
広
場
（
ふ
わ
ふ
わ
、

フ
リ
ー
ス
ロ
ー
な
ど
）
雨
天
中
止

○
サ
イ
ク
ル
機
構
大
洗
見
学
会

問
合
せ
／
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発

機
構
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
地
域
交

流
課
@
（
２
６
７
）
２
４
９
４

2003.11.4 広報おおあらい　（8）

日
時
／
11
月
13
日
（
木
）

10
時
〜
15
時
30
分

場
所
／
大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館

大
洗
町
芸
術
鑑
賞
の
つ
ど
い

日
時
／
11
月
30
日
（
日
）

14
時
〜
15
時

場
所
／
大
洗
町
中
央
公
民
館

演
題
／

○
異
朝
の
神
・
天
妃
神
に
つ
い
て

祝
町
の
天
妃
神
社
の

ル
ー
ツ
は
…
？

講
師
／
小
松
徳
年
氏
（
元
茨
城
県

立
歴
史
館
史
料
部
長
兼
行
政
資
料

室
長
）

申
込
み
／
事
前
に
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

生
涯
学
習
課

@
（
２
６
７
）
０
２
３
０

J
（
２
６
７
）
１
０
５
１

茨
城
県
水
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

@
（
２
２
８
）
１
３
１
３

J
（
２
２
８
）
１
６
３
３

生
涯
学
習
移
動
講
演
会

わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
３

カ
ラ
ー
シ
ル
エ
ッ
ト
、
迫
力
の

12
メ
ー
ト
ル
三
面
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
る
、
劇
団
み
ん
わ
座

に
よ
る
影
絵
人
形
劇
は
、
観
る
者

す
べ
て
を
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界

へ
い
ざ
な
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
22
日
（
土
）

10
時
〜
11
時
30
分

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

演
目
／

「
白
い
り
ゅ
う
黒
い
り
ゅ
う
」

「
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」

対
象
／
町
内
の
小
学
生
、
幼
稚
園

児
、
保
育
園
児
と
そ
の
家
族

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

@
（
２
６
７
）
０
２
３
０

消費税が変わります

暮らしを支える税
～この社会 あなたの税が いきている～

「税を知る週間」
11月11日（火）～17日（月）



第
１
回
「
大
洗
ふ
る
さ
と

の
歌
」
年
忘
れ
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

（9） 広報おおあらい　2003.11.4

今年で9回目を迎える｢東海Ｉ～ＭＯのまつり｣は、

東海村の特産品であり、健康食品としても親しまれて

いる｢サツマイモ｣が主役の祭典です。ご家族やお友達

をお誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

日　時／11月23日(日) 9:00～15:30

会　場／東海文化センター

内　容／①いも菓子実演販売コーナー

②東海風お好み焼き試食コーナー

③いものつかみ取りをする｢ジャンジャンどり｣

④サツマイモの収穫を体験する｢いも掘り探検隊｣

⑤積み上げたいもの高さを競う｢いも積み競争｣

⑥キャラクターショーなど

問合せ／東海I～MOのまつり運営協議会

@282-1711（内線1438）

第9回東海I
い

～MO
も

のまつり 東海村

大
洗
を
題
材
に
し
た
歌
と
踊
り

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
入
場
無
料

で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
14
日
（
日
）

13
時
開
場
　
13
時
30
分
開
演

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

@
（
２
６
６
）
２
４
４
２

原
子
力
防
災
を
楽
し
く
学
べ
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
13
日
（
木
）
県
民
の

日
　
10
時
〜
16
時

場
所
／
茨
城
県
原
子
力
オ
フ
サ
イ

ト
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
緊
急
時
支

援
・
研
修
セ
ン
タ
ー

（
ひ
た
ち
な
か
市
西
十
三
奉
行
１

１，

６
０
１
の
１
２
）

内
容
／
○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
○
テ

レ
ビ
会
議
体
験
コ
ー
ナ
ー
○
特
殊

車
両
に
よ
る
体
表
面
放
射
能
測
定

体
験
○
科
学
工
作
コ
ー
ナ
ー

☆
Ｊ
Ｒ
勝
田
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
合
せ
／
茨
城
県
原
子
力
安
全
対

策
課
@
（
３
０
１
）
２
９
２
２

原
子
力
防
災
施
設
見
学
会

体
験
イ
ベ
ン
ト
開
催

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間

で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
人
権

に
つ
い
て
考
え
、
人
権
尊
重
の
認

識
を
深
め
る
た
め
、
人
権
問
題
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
９
日
（
火
）
13
時

場
所
／
つ
く
ば
国
際
会
議
場

講
演
／
「
よ
ろ
こ
び
を
力
に
…
」

講
師
／
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
有
森

裕
子
さ
ん
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
銀

メ
ダ
リ
ス
ト
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

銅
メ
ダ
リ
ス
ト
）

そ
の
他
／
○
竹
園
東
小
学
生
に
よ

る
コ
ー
ラ
ス
○
人
権
啓
発
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
○
中
学
生

に
よ
る
人
権
作
文
の
朗
読

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
（
受
付
は
月
〜
金
、
８
時
30

分
〜
17
時
15
分
）

☆
定
員
（
１
、０
０
０
人
）
に
な

り
次
第
締
め
切
り

問
合
せ
／
茨
城
県
厚
生
総
務
課

人
権
・
同
和
対
策
室

@
（
３
０
１
）
３
１
３
５

J
（
３
０
１
）
６
２
０
０

県
で
は
、
土
地
を
お
持
ち
の
方

で
、
県
の
公
共
事
業
の
代
替
地
と

し
て
提
供
し
て
も
よ
い
と
お
考
え

の
方
か
ら
、
代
替
地
の
候
補
地
と

し
て
そ
の
土
地
を
登
録
し
て
い
た

だ
く
「
代
替
地
登
録
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

特
典
／
登
録
し
た
土
地
が
代
替
地

と
し
て
提
供
さ
れ
た
場
合
、
一
定

の
条
件
の
も
と
に
税
制
上
の
優
遇

措
置
（
譲
渡
所
得
か
ら
最
高
１
、

５
０
０
万
円
の
特
別
控
除
お
よ
び

１
、５
０
０
万
円
を
超
え
る
部
分

の
軽
減
税
率
の
適
用
）
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

登
録
方
法
／
登
録
を
ご
希
望
の
方

は
、
土
木
事
務
所
に
備
え
つ
け
の

代
替
地
登
録
申
出
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
登
録
を
希
望
す

る
土
地
を
管
轄
す
る
土
木
事
務
所

の
用
地
担
当
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
／
茨
城
県
用
地
課

@
（
３
０
１
）
４
３
５
３

ま
た
は
最
寄
り
の
土
木
事
務
所

「
代
替
地
登
録
制
度
」
の
ご
案
内

「
人
権
問
題
講
演
会
」
開
催

来
年
の
成
人
式
に
該
当
さ
れ
る

方
は
、
昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
昭

和
59
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で

す
。
現
在
、
進
学
や
就
職
な
ど
で

転
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
成
人
式

に
出
席
希
望
の
方
は
、
11
月
28
日

ま
で
に
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

大
洗
町
成
人
式

日
時
／
平
成
16
年
１
月
11
日（
日
）

13
時

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

係
@
（
２
６
７
）
０
２
３
０

平
成
16
年
大
洗
町
成
人
式
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町の人口と世帯
（10月1日現在）

人　口　19,540人　（＋14）

男　　 9,712人　（＋14）

女　　 9,828人　（－00）

世帯数　　6,761世帯

転入 049人　　転出 035人

出生 009人　　死亡 009人

曜�

土�

水�

日�

日�

22�

26�

14

関係者�

一般無料�

一般無料�

ホール�

全　館�

ホール�

9:00�

9:00�

13:00

催　事　内　容�

●大洗文化センター●　　　@266-2442

月�

11�

�

12

芸術鑑賞の集い�

県北地域男女ハーモニーフォーラム2003�

大洗ふるさとの歌  第1回�

年末チャリティーコンサート�

� � �

入場方法�開催場所�開始時間�
�

保険料を納め忘れないために、便利で確実な口座振替をおすすめします�
　　　　手続きは、●保険料納付書●預貯金通帳●銀行の届出印�

　　　　　　　　　　　を持って大洗町指定の金融機関へ（納付書の裏面に記載されています）�

（福祉課　介護保険係）�

Q．介護サービスを利用するつもりがないので、保険料は払わなくてもいいですか？�
A．介護保険料は、介護の負担を社会全体で連帯して支えあう社会制度です。サービスを利用する、または

しないにかかわらず、原則として40歳以上のすべての人が被保険者となり、定められた保険料を納付

しなければなりません。�

介護保険料の納め忘れにご注意を！�
　介護保険料を納め忘れていませんか？特別な事情がないのに保険料を滞納していると、その期間に応

じて以下のような措置がとられます。お手元にお忘れの保険料がないかご確認ください。�

利用者が費用の全額を自身で負担し、町へ申請することに

よりあとで利用した額の9割（保険給付）が支払われる形と

なります。�

（支払方法の変更が保険証に記載されます）�

�

�

利用者が費用の全額を自身で負担し、町へ申請しても利

用した額の支給の一部または全部が一時的に差し止めと

なります。さらに滞納が続くと滞納していた保険料と相殺さ

れることがあります。�

�

�

2年以上の未納期間があると滞納していた期間に応じて、

利用者負担が1割から3割に引き上げられるほか、高額介護

サービス費の支給が受けられなくなります。�

普通徴収の方はご注意ください�

1年以上滞納すると・・・�

1年6ヶ月以上滞納すると・・・�

65歳からの保険料を�
　　　長期間滞納すると・・・�

介護保険について学ぼう！�

今 月 の

納

税

国民健康保険税（第5期）
介護保険料（第5期）
下水道受益者負担金（第3期）

納期は12月1日
までです。


